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公平無私の立場で
　町民の付託に応えたい

議長
田牛

　
５
月
１
３
日
の
臨
時
議
会
に
お

き
ま
し
て
、
議
員
各
位
の
ご
推

挙
に
よ
り
第
３
５
代
西
桂
町
議
会

議
長
に
就
任
致
し
ま
し
た
。
誠

に
身
に
余
る
光
栄
に
存
じ
感
謝

致
し
て
お
り
ま
す
。
前
田
町
長

に
は
提
唱
し
て
お
り
ま
す
活
・

活
西
桂
建
設
の
た
め
の
重
点
施

策
実
現
を
致
し
て
い
く
必
要
が

あ
り
、
議
会
は
不
偏
不
党
、
公

平
無
私
の
立
場
を
堅
持
し
そ
の

役
割
を
呆
た
し
、
町
民
の
付
託

　
　
去
る
５
月
１
３
日
の
臨
時
町
議

一
会
に
お
い
て
先
輩
議
員
ま
た
同

一
僚
議
員
よ
り
、
副
議
長
の
要
職

副議長

　宮下　友義

に
推
挙
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
重

責
と
使
命
の
重
さ
に
、
私
自
身

驚
き
と
共
に
、
身
の
引
き
締
ま

に
応
え
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。
．

　
昨
今
の
国
内
情
勢
は
、
長
引

く
不
況
の
中
で
政
治
的
に
も
経

済
的
に
も
大
変
難
し
い
社
会
情

勢
で
あ
り
ま
す
。
身
近
な
問
題

と
し
て
は
、
少
子
高
齢
化
に
よ

る
と
こ
ろ
の
年
金
原
資
の
不
足

か
ら
掛
金
負
担
の
増
加
が
懸
念

さ
れ
、
ま
た
来
年
度
に
は
介
護

保
険
が
導
入
さ
れ
、
今
年
１
０
月

よ
り
介
護
認
定
の
申
請
が
始
ま

る
の
に
備
え
、
町
に
お
い
て
も

介
護
の
必
要
度
を
審
査
・
判
定

す
る
「
介
護
認
定
審
査
会
」
の

設
置
へ
向
け
た
動
き
が
本
格
化

さ
れ
、
関
係
す
る
職
員
の
研
修

及
び
自
治
体
間
の
調
整
が
求
め

ら
れ
、
円
滑
な
導
入
が
望
ま
れ

て
お
り
ま
す
。

る
思
い
で
お
り
ま
す
。

　
議
長
に
就
任
さ
れ
た
牛
田
茂

氏
に
は
、
議
員
経
験
豊
か
で
人

格
見
識
共
に
優
れ
、
実
行
力
を

兼
ね
そ
な
え
お
り
、
そ
の
も
と

で
議
会
が
公
平
か
つ
円
滑
に
運

営
さ
れ
ま
す
よ
う
議
長
を
補
佐

し
、
ま
た
今
さ
ら
云
う
ま
で
も

あ
り
ま
せ
ん
が
、
議
会
が
地
域

住
民
の
福
祉
と
、
住
民
の
立
場

　
一
方
、
地
方
分
権
の
推
進
を

図
る
中
で
、
富
士
北
麓
地
域
が

真
に
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
、
広
域
行
政
等
の

市
町
村
体
制
整
備
に
つ
い
て
、

私
達
議
員
は
勿
論
、
町
民
の
皆

様
共
々
幅
広
い
議
論
を
重
ね
、

意
識
啓
発
に
つ
な
げ
る
場
づ
く

り
の
研
究
も
、
町
長
の
推
薦
に

よ
り
２
年
間
勉
強
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。
い
ず
れ
機
会
を
得
て
、

町
民
皆
様
に
市
町
村
の
現
状
と

課
題
を
お
知
ら
せ
す
る
所
存
で

あ
り
ま
す
。
町
民
各
位
の
絶
大

な
る
ご
支
援
と
「
ご
協
力
を
賜

り
ま
し
て
、
更
に
研
鐙
努
力
致

す
決
意
で
あ
り
ま
す
。
何
卒
な

お
一
層
の
ご
指
導
、
ご
鞭
捷
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

に
立
っ
て
、
物
事
の
判
断
を
す

る
よ
う
、
潭
身
の
努
力
を
い
た

す
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
も
、
町
議
会
と
い
き
い
き
西

桂
町
の
推
進
に
、
ご
理
解
と
ご

協
力
と
を
お
願
い
い
た
す
と
共

に
、
ご
清
栄
を
心
よ
り
お
祈
り

申
し
上
げ
、
就
任
の
あ
い
さ
つ

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

巨
審
議
案
件
．
二

轟
告
一
２
件

承
認
４
　
専
決
処
分
事
項
．
の
報
告

　
（
西
桂
町
税
条
例
の
一
部
改
正
）

○
地
方
税
法
の
改
正
に
基
づ
き
条

　
例
改
正
す
る
も
の
で
、
施
行
期

　
日
の
関
係
上
専
決
処
分
と
し
た
。

承
認
５
　
専
決
処
分
事
項
の
報
告

　
（
平
成
ｕ
隼
度
酉
桂
町
一
般
会

　
　
計
補
正
予
算
－
号
議
定
〕

○
町
議
会
議
員
選
挙
の
事
務
経
費

　
５
６
万
円
を
追
加
し
、
補
正
後
の

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
１
７
億

　
３
千
９
５
６
万
円
と
す
る
補
正

　
予
算
で
あ
る
。
支
払
期
日
等
の

　
関
係
上
專
決
処
分
と
し
た
。

嚢
挙
］
２
件

西
桂
町
消
防
委
員
会
委
員
選
挙

　
当
選
　
石
原
　
　
滋
議
員

　
ゆ
　
高
尾
佐
武
郎
　
議
員

富
士
五
湖
広
域
行
政
事
務
組
合
議

会
議
員
選
挙

　
当
選
　
小
山
　
忠
男
　
議
員

　
〃
　
前
田
憲
信
議
員

局
意
］
１
件

同
意
２
　
監
査
委
員
選
任
に
つ
き

　
同
意
を
求
め
る

　
　
　
川
村
俊
夫
議
員

一
一
　
　
　
　
　
■
■

５
月
Ｂ
日
全
員
協
議
会

　
　
◇
運
営
方
法
の
協
議

同
日
本
会
議
開
会

　
　
　
＾
臨
時
議
長
　
小
山
忠
男
）

　
　
◇
仮
議
席
の
指
定

　
　
　
（
着
席
中
の
議
席
を
指
定
）

　
　
◇
議
長
選
挙

■２■



副言嚢長 宮下友義
建設文教常任委員会

委員長小林隆芳
副委員長　勝俣照雄

委員川村俊夫
　　　　前田憲信

高山三千男

宮下友義

建設、水道、教育関係の調査 ・議案審査

請願陳情審査を行う
。

議長牛 田　　茂
　　　総務常任委員会

委員長小山忠男
副委員長　高尾佐武郎

委員石原滋権守文夫
　　　　滝口憲一　牛田　茂
総務、企画振興、住民福祉関係の調査
議案審査 ・講願陳１青審査を行う

。

議会運営委員会

委貝長石原　滋
副委員長　滝口憲一
委　員高山三千男
　　　　小林隆芳

小山忠男

　
　
　
　
男

　
　
　
　
忠

会
一
　
山

員
一
　
小

集
一
夫
夫
雄
芳

編
一報

一
俊
文
照
隆

広
一
村
守
俣
林

会
一
川
権
勝
小

義
一

．
・
“
長
長
員

　
　
　
員

　
一
員
委

　
一
委
副
委

語
辞

議

　
　
「
指
名
推
薦
」
と
は
？

　
基
本
は
投
票
に
よ
る
選
挙
で
、
指
名
推
薦
は
例
外

措
置
。
選
挙
方
法
は
、
ｏ
指
名
推
薦
の
可
否
、
　
指

名
者
の
決
定
、
＠
指
名
者
よ
り
推
薦
さ
れ
た
議
員
を

当
選
と
す
る
こ
と
、
以
上
３
段
階
い
ず
れ
も
全
会
一

致
が
原
則
で
あ
る
。
円
満
人
事
を
証
明
す
る
も
の
。

役
場
の
３
階
に
は
、
町
議
会
の
活
動
の
場
「
議
場
」

が
あ
り
ま
す
。
議
会
は
町
民
に
開
か
れ
て
い
ま
す
。

傍
聴
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

住民福祉課長

郷田盛直

グ＝トンセン芽一所長

前田宗重
保育所長

堀内達也

教育長

小佐野岩夫

締委員餓長

藤江栄

議会
事務局

議長席

水道課長
滝口武司

建設課長

重田」太郎

企画振興課長

奈良　護

収入役

川村吉則’
総務課長
．渡辺　隆

町長
前田勝弘

謡撃男１言欝
信

欝『蟻１’二、騰１１曙宝１１」簾
芳

（平成１１年５月１３日現在〕席傍

　
一
指
名
推
薦
一

　
譲
長
牛
田
茂
一

◇
議
席
の
指
定

◇
会
議
録
署
名
議
員
指
名

◇
会
期
の
決
定

◇
副
議
長
選
挙

　
一
指
名
推
薦
一

◇
常
任
委
員
会
委
員
の
選
任

◇
議
会
運
営
委
員
会
委
員
の

　
選
任

◇
議
会
広
報
編
集
委
員
会
委

　
員
の
選
任

◇
消
防
委
員
会
委
員
選
挙

　
霜
名
推
薦
一

◇
富
士
五
湖
広
域
行
政
事
務

　
組
合
議
員
選
挙

　
霜
名
推
薦
一

◇
町
長
議
案
上
程
（
同
意
２
）

　
説
明
・
質
疑
・
討
論
・
採
決

◇
町
長
議
案
一
括
上
程

　
＾
承
認
４
，
５
）

　
一
括
説
明
・
一
括
質
疑

　
総
務
委
員
会
付
託

本
会
議
休
憩

　
｛
各
委
員
会
正
副
委
員
長

　
互
選
、
閉
会
中
の
委
員

　
会
継
続
調
査
事
項
確
認
〕

連
合
審
査
会

　
（
付
託
議
案
審
査
）

本
会
議
再
開

◇
付
託
議
案
総
務
委
員
長

　
報
告
＾
承
認
４
，
５
）

　
一
括
質
疑
・
討
論
・
採
決

◇
閉
会
中
の
委
員
会
継
続
調

　
査
の
申
し
出
（
総
務
委
員

　
会
、
建
設
文
教
委
員
会
、

　
議
会
運
営
委
員
会
、
議
会

　
広
報
編
集
委
員
会
〕

本
会
議
閉
会

■３－



役
場
イ
ン
タ
■
ネ
ヅ
ト
に
よ
る
情
報
発
信
・

　　　　　　藪擁喜層

桂』■１公園倉見側駐車場の造成現場を視察する町議会議員

平成１１年慶各会計当初予算ほか

　　　全議案を可決

平成１１年３月定例会 ・運合審査会

平
成
１
１
年
度

問
　
特
別
減
税
に
よ
る
町
税
の

減
額
は
。

総
務
課
　
町
民
に
は
勤
め
人
が

多
い
の
で
、
減
税
の
効
果
が
少

な
い
よ
う
に
思
う
。

問
　
地
方
特
例
交
付
金
に
つ
い

て
詳
細
を
説
明
Ｌ
て
欲
し
い
。

総
務
課
　
地
方
税
の
恒
久
減
税

が
実
施
予
定
で
、
そ
の
補
填
と

し
て
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
。

問
　
情
報
処
理
費
の
委
託
料
の

内
容
と
来
年
度
以
降
の
状
況
は
。

総
務
課
　
庁
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

機
械
の
保
守
点
検
料
、
こ
れ
か

ら
も
機
械
が
あ
る
限
り
必
要
な

経
費
で
あ
る
。

問
　
納
税
組
合
補
助
金
が
平
成

ｕ
年
度
０
５
％
削
減
し
て
い
る
。

平
成
１
２
年
度
以
降
も
削
減
し
て

い
く
の
か
。

総
務
課
　
県
の
指
示
も
あ
る
の

で
、
逐
次
削
減
を
組
合
長
と
協

議
の
上
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問
　
消
防
費
の
富
士
五
湖
広
域

組
合
負
担
金
の
増
額
理
由
は
。

総
務
課
　
上
九
一
色
村
の
分
遣

所
新
設
整
備
費
た
め
の
負
担
金

増
で
あ
る
。

問
　
結
婚
相
談
所
運
営
で
、
結

婚
相
談
の
成
果
は
。

住
民
福
祉
課
　
組
織
と
し
て
ー

年
経
過
し
た
だ
け
で
、
成
果
は

上
が
っ
て
い
な
い
状
況
。
今
年

は
横
浜
で
ク
ル
ｉ
ザ
ー
に
よ
る

交
流
会
を
近
隣
市
町
村
と
の
共

同
開
催
を
実
施
し
た
。

倶
審
議
案
件
【

　
冑
意
］
１
件

同
意
－
　
教
育
委
員
会
の
委
員
の

　
任
命
に
つ
き
同
意
を
求
め
る

　
覇
告
］
２
件

承
認
２
　
専
決
処
分
事
項
の
報
告

　
（
平
成
ｍ
年
度
西
桂
町
一
般
会

　
　
計
補
正
予
算
７
号
一

〇
農
業
基
盤
整
備
事
業
は
、
３
月

　
に
事
業
の
一
部
を
発
注
す
る
予

　
定
で
、
法
律
の
規
定
に
よ
り
、

　
翌
年
度
に
繰
越
事
業
と
す
る
た

　
め
、
繰
越
明
許
を
行
な
う
。

承
認
３
　
專
決
処
分
事
項
の
報
告

　
＾
平
成
１
０
年
度
西
桂
町
下
水
遺

　
　
特
別
会
計
補
正
予
算
４
号
）

○
下
水
道
工
事
を
翌
隼
度
事
業
と

　
す
る
た
め
、
繰
越
明
許
を
実
施
血

　
案
例
］
８
件

議
案
４
　
高
尾
碩
弥
文
庫
基
金
の

　
設
置
、
管
理
及
び
処
分
に
関
す

■４■



〃
彩
彩
〃
劣
〃
，
〃
州
彩
〃
〃
〃
〃
〃
劣
〃
〃
劣
〃
〃
劣
〃
〃
劣
彩
一
彩
似
〃
劣

一
．
般
会
計
当
初
予
算
賛
成
討
論

　
　
１
１
年
度
一
般
会
計
予
算
に
つ

　
い
て
賛
成
討
論
を
行
う
。
予
算

　
は
歳
入
歳
出
１
７
億
３
千
９
０
０

．
万
円
が
計
上
さ
れ
、
工
ｏ
年
度
予

　
算
に
比
べ
３
千
６
０
０
万
円
の

　
減
額
予
算
で
あ
る
。
主
な
内
容

　
は
歳
入
で
は
町
税
４
億
２
千
万

　
円
余
り
が
確
保
の
見
込
み
、
補

　
助
事
業
に
取
り
組
み
財
源
確
保

　
に
努
め
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
町
債
は
ゼ
ロ
と
い
う
身
の
た

　
け
に
合
っ
た
事
業
展
開
で
健
全

　
財
政
を
保
つ
事
は
、
画
期
的
な

　
予
算
で
あ
る
。
当
町
の
町
債
残

　
高
は
約
１
５
億
円
で
、
県
下
市
町

　
村
の
中
で
３
番
目
に
低
い
。

　
　
歳
出
は
１
０
年
度
よ
り
三
ツ
峠

　
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
施
設
を
農

　
林
業
体
験
施
設
と
し
て
位
置
づ

　
け
、
今
隼
度
よ
り
都
市
住
民
と

の
交
流
や
特
産
晶
の
開
発
に
向

け
て
取
り
組
み
を
始
め
る
。
生

活
環
境
整
備
の
観
点
か
ら
電
動

生
ゴ
ミ
処
理
容
器
購
入
助
成
を

行
う
。
ま
た
小
中
児
童
生
徒
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
教
育
整
備

８
６
４
万
円
を
計
上
、
併
せ
て

町
の
情
報
発
信
の
経
費
８
６
４

万
７
千
円
を
計
上
す
る
。

　
ま
た
フ
ッ
ト
サ
ル
場
の
夜
間

照
明
整
備
費
４
７
０
万
円
の
計

上
、
ま
た
桂
川
公
園
整
備
事
業

２
千
８
７
０
万
円
の
計
上
、
！
２

年
度
建
設
予
定
の
吊
り
橋
設
計

費
９
０
３
万
円
を
計
上
す
る
。

三ツ峠クリーン作戦に参加する子供達ホタル生息地を視察する町議会議員

間
　
町
で
老
人
ホ
ー
ム
ヘ
の
措

置
助
成
は
ど
の
程
度
か
。

住
民
福
祉
課
　
上
野
原
町
か
ら

富
士
吉
田
市
問
に
あ
る
老
人
ホ

ー
ム
に
措
置
し
て
い
る
。
全
体

と
し
て
３
千
１
８
８
万
７
千
円

の
措
置
費
を
助
成
し
て
い
る
。

問
　
河
川
の
清
掃
、
ポ
イ
捨
て

ゴ
ミ
の
回
収
を
役
場
職
員
が
行

っ
て
い
る
。
何
ら
か
の
看
板
を

立
て
、
住
民
の
意
識
向
上
を
図

っ
て
も
ら
い
た
い
。

住
民
福
祉
課
　
何
箇
所
か
設
置

し
て
い
く
考
え
で
い
る
。
不
法

投
棄
に
つ
い
て
は
よ
り
厳
し
い

啓
蒙
を
行
っ
て
い
く
。

問
　
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
対
策
は
。

住
民
福
祉
課
　
富
士
吉
田
市
焼

却
場
の
焼
却
温
度
は
８
５
０
度

以
上
で
、
発
生
の
可
能
性
は
な

い
と
聞
い
て
い
る
。

町
長
　
新
施
設
は
ゴ
ミ
を
溶
か

す
方
法
を
取
る
と
聞
い
て
い
る
。

・
公
圓
．
へ
犬
は
入
れ
な
い

問
　
桂
川
公
園
の
犬
の
糞
害
対

策
と
し
て
何
ら
か
の
看
板
を
設

置
す
る
と
か
、
啓
蒙
対
策
を
と

っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

町
長
　
桂
川
公
園
に
つ
い
て
は

犬
を
入
れ
な
い
よ
う
な
方
策
を

取
っ
て
い
き
た
い
。

間
　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
事
業
内
容
の
説
明
を
。

企
画
振
興
課
　
町
で
は
水
道
、

軽
作
業
、
桜
の
丘
管
理
委
託
等

に
人
材
セ
ン
タ
ｉ
を
利
用
し
て

い
く
考
え
で
い
る
。

間
　
昨
年
ホ
タ
ル
の
数
が
少
な

か
っ
た
が
、
原
因
は
何
か
。

企
画
振
輿
課
　
原
因
は
大
雪
等

で
、
他
地
域
で
も
少
な
か
っ
た
。

間
　
桂
川
公
園
の
管
理
は
。

建
設
課
　
今
年
度
中
に
県
と
協

定
を
交
わ
す
予
定
と
な
っ
て
い

る
。
平
成
１
１
年
４
月
以
降
は
町

が
管
理
し
、
管
理
経
費
は
総
務

財
産
管
理
費
に
計
上
さ
れ
る
。

問
　
小
学
校
グ
ラ
ン
下
整
備
等

維
持
補
修
と
は
。

教
育
長
　
グ
ラ
ン
ド
整
備
、
プ

ー
ル
周
り
改
修
、
体
育
館
屋
根

補
修
、
洋
式
ト
イ
レ
改
修
、
体

育
館
補
修
で
あ
る
。

間
　
中
学
校
維
持
補
修
工
箏
は
。

教
育
長
　
グ
ラ
ン
ド
ニ
ア
ニ
ス

コ
ー
ト
整
地
、
体
育
館
放
送
設

備
、
チ
ャ
イ
ム
エ
事
で
あ
る
。

　
る
条
例
の
一
部
改
正

○
低
金
利
施
策
の
状
況
下
、
処
分

　
の
関
係
条
項
を
改
正
す
る
。

議
案
５
　
前
田
正
義
文
庫
基
金
の

　
設
置
、
管
理
及
び
処
分
に
関
す

　
る
条
例
の
一
部
改
正

○
議
案
４
と
同
様
の
理
由
。

議
案
６
　
槙
田
邦
夫
文
庫
基
金
の

　
設
置
、
管
理
及
び
処
分
に
関
す

　
る
条
例
の
一
部
改
正

○
議
案
４
と
同
様
の
理
由
。

議
案
７
　
小
山
清
二
文
庫
基
金
の

　
設
琶
、
管
理
及
び
処
分
に
関
す

　
る
条
例
の
一
部
改
正

○
議
粟
４
と
同
様
の
理
由
。

議
案
８
　
槙
田
康
文
庫
基
金
の
設

　
置
、
管
理
及
び
処
分
に
関
す
る

　
条
例
の
一
部
改
正

○
議
案
４
と
同
様
の
理
由
。

議
案
９
　
町
重
慶
心
身
障
害
者
医

　
療
費
助
成
条
例
の
一
部
改
正

○
法
律
の
改
正
に
伴
う
字
句
訂
正
。

議
案
ｍ
　
町
心
身
障
害
者
福
祉
手

　
当
支
給
条
例
の
一
部
改
正

○
議
案
９
と
同
様
の
理
由
。

議
案
ｕ
　
町
心
身
障
害
児
福
祉
手

　
当
支
給
条
例
の
一
部
改
正

○
議
案
９
と
同
様
の
理
由
。

　
円
補
正
予
算
］
７
件

○
平
成
１
０
年
度
補
正
予
算
、
別
記

　
Ｈ
当
初
予
算
］
６
件

○
平
成
ｕ
年
度
当
初
予
算
、
別
記

　
Ｈ
議
員
発
議
］
２
件

発
議
－
　
地
方
分
権
の
実
現
に
関

　
す
る
意
見
書
の
提
出

○
審
査
の
結
果
、
陳
情
４
を
総
務

　
委
員
会
で
採
択
し
た
た
め
。

発
議
２
　
地
方
分
権
の
実
現
に
関

．
す
る
決
議
書
の
提
出

○
発
議
ー
と
同
様
の
理
由
。

１５■



平成１１年３月定例会

　
経
済
情
勢
は
、
長
引
く
旦
只
気
の
低
迷
か
ら
抜
け
山
山
そ
う
と
、

官
民
あ
げ
て
景
気
回
復
に
懸
命
の
努
カ
を
し
、
経
済
界
全
体

に
活
気
を
呈
す
る
こ
と
を
期
待
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
ま

た
廃
棄
物
の
焼
却
場
か
ら
出
さ
れ
る
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
問
題
の

解
決
に
は
、
」
」
ミ
を
出
す
側
の
意
識
改
革
と
リ
サ
イ
ク
ル
化
、

及
び
焼
却
機
の
高
度
の
改
良
等
に
よ
り
、
環
境
に
や
さ
し
い

意
識
形
成
に
努
め
た
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
で
は
活
活
西
桂
建
設
の
た
め
の
重
点
施
策
か
ら
１
０
年
度
中

の
事
業
執
行
状
況
を
串
し
述
べ
た
い
と
存
じ
ま
す
。

＠
県
道
富
±
吉
田
西
椎
線
は

　
地
元
の
意
向
を
反
映
さ
せ
る

た
め
の
道
路
建
設
相
談
委
員
会

運
営
事
業
で
は
、
地
元
地
区
か

ら
も
う
し
ば
ら
く
時
閻
を
い
た

だ
き
き
た
い
旨
の
申
し
入
れ
が

町
に
あ
り
ま
し
た
。
時
期
が
き

ま
し
た
ら
、
再
度
、
地
元
地
区

及
び
議
会
に
相
談
し
て
い
く
考

え
で
お
り
ま
す
。

ゆ
下
水
道
事
業
の
進
展

　
住
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご

協
力
に
よ
り
、
公
共
下
水
道
の

管
渠
布
設
工
事
も
順
調
に
進
捗

し
、
第
４
処
理
分
区
に
お
い
て

は
、
約
６
８
％
の
面
整
備
が
済
み
、

残
り
は
主
に
国
道
部
分
で
、
平

成
ｕ
，
！
２
年
度
で
、
完
了
見
込

み
、
１
２
年
度
よ
り
第
３
処
理
分

区
の
倉
見
地
区
内
に
入
る
予
定

と
な
り
ま
す
。

＠
産
業
振
興
・
農
林
業
振
輿

　
産
地
形
成
化
推
進
事
業
で
は

農
業
委
員
会
、
リ
ン
ゴ
研
究

会
・
生
活
改
善
グ
ル
ー
プ
紬

会
・
み
つ
と
う
げ
そ
ば
の
会
・

５年間で三ツ峠グリーンセンター整偏

新高区１＝水遭新氷源地を確保

み
つ
と
う
げ
手
織
り
の
里
グ
ル

ー
プ
、
大
豆
の
会
等
、
各
事
業

の
団
体
の
取
り
組
み
に
支
援
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。　

商
業
の
活
性
化
で
は
、
地
域

振
興
券
交
付
事
業
の
実
施
に
よ

り
、
地
域
の
商
店
に
活
気
が
生

ま
れ
る
も
の
と
期
待
を
寄
せ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
林
業
振
興
に
関
し
て
は
、
１
１

年
度
よ
り
、
県
事
業
に
よ
る
だ

る
ま
石
上
流
に
堰
堤
が
建
設
さ

れ
、
併
せ
て
憩
い
の
森
付
近
河

川
の
反
対
側
に
環
境
整
備
事
業

と
し
て
、
広
葉
樹
の
植
栽
が
実

施
さ
れ
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。

ゆ
総
合
行
政
シ
ス
テ
ム
化
事
簑

　
平
成
９
年
度
に
全
事
務
職
員

に
パ
ソ
コ
ン
を
配
備
し
、
ハ
ー

ド
環
境
を
整
え
、
１
０
年
度
印
鑑

登
録
証
明
の
カ
ー
ド
化
を
実

施
、
今
後
も
行
政
サ
ー
ピ
ス
の

向
上
を
図
り
、
よ
り
効
率
的
な

行
政
運
営
を
目
指
し
て
い
く
所

存
で
あ
り
ま
す
。

働
良
山
村
地
域
就
讐
機
会
創
出

　
　
　
　
緊
急
碍
別
対
簾
－
業

　
５
年
問
で
町
営
三
ツ
峠
グ
リ

ー
ン
セ
ン
タ
ｉ
の
施
設
整
備
を

実
施
し
ま
す
。
９
，
１
０
隼
度
、

桜
の
里
づ
く
り
事
業
、
農
村
公

園
よ
り
憩
い
の
森
ま
で
の
登
山

道
沿
い
に
桜
植
栽
を
実
施
し
、

一
部
の
桜
は
開
花
し
、
好
評
で

あ
り
ま
す
。

　
仮
称
西
桂
町
農
業
活
性
化
推

進
協
議
会
を
発
足
さ
せ
、
グ
リ

ｉ
ン
セ
ン
タ
ー
の
健
全
な
運
営

を
目
指
し
、
こ
れ
を
拠
点
に
各

種
事
業
を
展
開
し
、
農
業
委
員

会
及
び
各
種
団
体
の
協
力
を
得

て
、
地
域
住
民
と
都
市
住
民
と

の
交
流
に
よ
り
町
の
活
性
化
を

図
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

暖
桂
川
公
園
整
偏
事
業

　
倉
見
側
駐
車
場
用
地
取
得
に

つ
き
ま
し
て
は
、
予
定
し
た
用

地
が
関
係
地
権
者
の
ご
協
力
に

よ
り
取
得
さ
れ
、
現
在
用
地
の

造
成
工
事
を
施
工
し
て
お
り
ま

す
。ゆ

藺
易
水
道
新
水
源
地

　
住
民
の
生
活
水
の
更
な
る
安

定
供
給
を
め
ざ
し
、
新
高
区
配

水
池
の
建
設
予
定
地
に
お
い
て
、

地
下
ユ
Ｏ
Ｏ
ｍ
ま
で
試
掘
い
た

し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
６
０
ｍ
付
近

下
で
豊
富
な
水
量
が
確
認
さ
れ
、

水
質
に
つ
い
て
も
水
道
水
に
適

す
る
旨
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

■６■



　　　　会計名予算総額前年度との比較議案１５一般会計１７億３千９００万Ｏ千円　３千６００万Ｏ千円の滅
　　「小さな予算に大き’ な仕事を」・ 所信として行政二一ズに対応していき 、経費節減に創意工夫を重ねた。需用費、旅費を
各施設と担当課で努力し、傭晶購入、工事関係は計画性を重視、効率的な財政運営を図 った 。補助金については行政効果
を勘案して計上した

。・

　歳入については補助事業に取り’組み財源め確保に務め、結果として地方債は当初予算ゼロ計上となった
。

議案１６　　国民健康保険特別会計　　　２億８千９６６万４千円　　　　　４１５万フ千円の増
　平成１１年ユ月茉の被保険者薮１千８４６人に対し医療費の支払いと保健衛生活動を行う 。医療費の支払実績は安定して
いるものの老人保健拠出金が若干増加したため、着干の増額予算となった。今後基金への積立を図っていきたい

。

講案１７　老人保健法特別会計　　　２億８千１０９万Ｏ千円　　　３千１５６万７千円の増
　主に７０歳以上の受給者は平成ｕ年１月末５８０人と 、昨年度より３３人の増加である 。受給者が増加し、医療費の支払
が伸びてきていることから 、実績に基づいて増額予算となっ れ

議案１８　　グリーンセンター特別会計　　　　　３千１６４万３千円　　　　　１９８万７手円の増

　歳入については予約状況、平成ユＯ年度実績とともに、新規事業であるフットサル利用客による伸びを見込んれ 一般
会計からの繰入金は 、昨年度当初より２１２万７千円減の９８７万３千円である

。

議案１９　簡易水道特別会計　　　　６千８４９万９千円　　　　４９３万Ｏ千円の増
　歳入については、水道使用料４千１０４万５千円を計上、一般会計繰入金は４７９万４千円増の２千６２３万４千円を計上

、

主な事業は漏水調査委託２３５万５千円、各施設の点検費用４００万円 、水道管布設工事２千１０３万円を計上する
。

議案２０　下水道特別会計　　３億４千７８３万８千円　　６千６８１万７千円の増
　歳入については、国庫補助傘８千万円、一般会計繰入金８千６４３万６千円、地方債１億８千ユ４０万円を言十上・桂川流域下水道
建設負担金１億３８万７千円 、町公共下水道事業については、柿園地区国道を掘削予定で、交通渋滞を考慮し夜間工事も予定する

。

の
肝
館

チ
川
事

７
一
桂
工

　
こ
れ
ら
の
資
料
を
も
と
に
５

月
に
北
富
士
演
習
場
関
連
の
障

害
防
止
対
策
事
業
へ
取
り
入
れ

る
よ
う
概
算
要
求
を
提
出
す
る

予
定
で
あ
り
ま
す
。

暖
生
涯
保
健
対
策

　
社
会
福
祉
協
議
会
に
委
託
し

て
い
る
デ
イ
サ
ｉ
ビ
ス
及
び
保

健
事
業
を
１
２
年
度
か
ら
開
始
す

る
介
護
保
険
制
度
の
実
施
に
当

り
、
１
０
年
度
－
人
で
あ
っ
た
ホ

ー
ム
ヘ
ル
パ
ｉ
を
２
人
に
し
て

介
護
体
制
の
強
化
を
図
っ
て
お

り
ま
す
。

働
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

　
社
会
参
加
人
材
育
成
を
図
り
、

ｕ
年
度
の
展
開
と
し
て
環
境
浄

化
意
識
の
高
い
人
材
を
育
て
る

た
め
、
富
士
山
ク
リ
ー
ン
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
及
び
桂
川
ク
リ
ー
ン

キ
ャ
ン
ペ
「
ン
を
実
施
、
広

報
・
回
覧
で
の
啓
発
に
よ
り
、

町
民
の
環
境
に
対
す
る
意
識
の

高
揚
を
図
り
多
く
の
町
民
の

５月２５日 、桂林市人民政府を表敬訪問
（左側１西桂町長、右側１桂林副市長陳路旺さん〕

積
極
的
な
参
加
を
切
望
す
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

暖
青
少
年
非
行
防
止
に
向
け
て

　
た
く
ま
し
い
西
桂
っ
子
の
育

成
を
目
標
に
、
青
少
隼
非
行
防

止
対
策
と
し
て
、
教
育
委
員
を

は
じ
め
青
少
年
育
成
町
民
会
議

の
協
力
を
得
て
、
青
少
年
を
対

象
に
健
全
育
成
思
想
の
啓
発
と

育
成
活
動
の
推
進
を
図
っ
て
ま

い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

＠
桂
林
市
と
の
国
際
交
流

　
活
き
活
き
と
し
た
個
性
あ
る

文
化
の
香
る
町
づ
く
り
の
た
め
、

国
際
交
流
を
視
野
に
入
れ
た
住

民
レ
ベ
ル
で
の
交
流
が
必
要
と

考
え
、
山
紫
水
明
の
地
で
あ
る

こ
と
と
地
名
の
共
通
性
か
ら
、

中
国
桂
林
市
と
の
友
好
都
市
の

検
討
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

　
相
互
交
流
の
な
か
で
異
文
化

に
触
れ
、
様
々
な
経
験
を
積
み
、

文
化
教
養
を
高
め
る
こ
と
は
、

住
民
に
活
気
が
生
ま
れ
、

活
き

活
き
と
し
た
ま
ち
が
形
成
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

■７１



（調査内容）新高区配水池予定地試掘調査について

（調査結呆）水道水は十分な水量の確保が図られる

　本件はおおむね適正に処理．され

ていることを確認した 。

　委員より「充分な水量と適正な

水質の地下水が確保できたのだか
ら、 新高区配水池設置に向けて事

業を早期に進めてもらいたＬ’ 、。」

との意見が出された 。

水
道
課
概
要
説
明
　
富
士
北
麓

で
酒
養
さ
れ
た
地
下
水
を
富
士

吉
田
市
上
暮
地
字
米
倉
地
内
で

掘
削
、
深
度
１
０
１
・
５
２
ｍ
、

口
径
１
５
０
ｍ
に
て
試
掘
し
た
。

結
果
、
揚
水
量
、
毎
分
ー
ト
ン

を
一
記
録
し
た
。

間
　
試
掘
の
結
果
、
．
従
来
の
高

区
と
の
水
質
や
量
の
違
い
は
。

水
道
課
　
従
来
の
高
区
と
水
質

に
つ
い
て
は
ほ
ぼ
同
じ
で
、
水

量
は
１
日
約
３
千
ト
ン
と
十
分

な
量
が
予
想
さ
れ
る
。

問
　
採
取
地
は
富
士
吉
田
市
地

番
の
土
地
で
あ
る
が
、
行
政
間

で
の
協
議
と
近
隣
の
水
遣
利
用

者
と
の
協
議
は
大
丈
夫
か
。

水
道
課
　
近
隣
の
水
源
地
の
水

脈
は
深
さ
３
０
メ
ー
ト
ル
で
、
当

町
と
水
脈
を
異
に
し
て
い
る
。

行
政
間
の
協
議
は
済
ん
で
い
る
。

間
■
水
脈
の
汚
染
の
心
配
は
。

水
道
課
　
一
番
深
い
所
よ
り
採

取
す
る
の
で
ほ
ぼ
心
配
な
い
。

間
　
試
掘
や
本
工
事
の
井
戸
の

掘
削
方
法
は
。

水
道
課
　
試
掘
は
空
気
の
圧
力

に
よ
り
穴
を
空
け
て
い
く
工
法
、

本
工
事
は
ネ
ジ
の
よ
う
に
地
面

に
刺
し
込
ん
で
い
く
工
法
。

間
　
推
定
水
量
の
算
出
方
法
は
。

水
道
課
　
５
キ
ロ
の
圧
力
を
加

え
て
取
水
を
続
け
た
が
、
自
然

水
位
地
下
１
９
・
６
８
ｍ
か
ら

９
０
ｍ
し
か
下
が
ら
ず
、
か
な
り

の
水
量
が
噴
出
し
て
い
る
。

問
四
つ
の
層
の
水
脈
の
何
処

か
ら
水
道
水
を
採
取
す
る
の
か
。

水
道
課
　
８
０
ｍ
の
最
深
部
に
水

中
ポ
ン
プ
を
設
置
す
る
。

粗誼央山砲
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平成１１年度予算の主な事業
活・ 活西桂建設のための重点施策

事　　業　　名 概　　　　　　　　　　要 予算（単位：千円〕

基　　　　盤　　　　整 備

埴路体系の整備

．木水道の整’備

生活の基盤整備

．．

三ツ峠２号線土留設置・ 一．・． 三． ツ峠２号線 コ’・ンクリー’ト舗装、富士見橘
・．’ 橋台補強（新規）

公共下水道管渠布設（柿園地区 ・第４処理分区内、国道沿い及び町
道）、 実施設計 ・認可設計委託、補償費

ゴミ収集委託、資源ゴミ回収委託、粗夫ゴミ最終処分委託、ペットボ
　トル処理、電動生ゴミ処理容器補助（新規）、 ＥＭ薗用生ゴミ処理容
器補助、ゴミステーション設置改良補助、生ゴミ処理ボックス補助

２千０４０万Ｏ

１億９千７７６万２

１千５．４０万７．

農林業の振興 、

商工業の振奥

　　　　産　　　　業　　　　振　　　　興
共同農園整備 ・貸付、そば打ち体験、農産物 コンテスト（新規）、 生

活改善グループ紬会助成 、． ジャガイモ ・サツマイモ掘り体験（新規）、
そば蒔き ・鱒つかみ取り ・木工体験（新規）、 ホタル祭り（新規）

藺工会補助、織物協同組合補助、みつとうげ手織の里クループ補助

２１５万７

８６５万０

防災対策の充実
自主防災組織の育成

防犯対策の充実
交通安全対策の充実

行政運営の機能化

　　　環　　　　境　　　　整　　　　備
災害時緊急トイレ整備（新規）、 備蓄用ミネラルウォーターの配備

親手防災教室（東京の防災センターの見学）

防犯灯設置工事（区要望分）

交通事故未然防止のた’めのカーブミラー設置等
、

総合行政システム化事業（税のシステム 、給与システム）、 インター
ネットによる惰報発信（新規）

　　１４１万８

　　　２４万０

　　１８２万０

　　１４５万２

２千６４２万６

レクリェーシ ョン

施設の充実

水道安定供給

生涯保健対策め確立
．．

社会福祉の充実

　　　　福　　　　祉　　　　充　　　　実
三ツ峠周辺整備事業（フットサル場利用者拡大（新規） ・グリーン
センター 施設用地整備（新規） ・桜の里管理（新規）） ・桂川公園整
備事業（倉見側駐車場造成（新規） ・倉見側橋梁設置（新規））

倉見申央道南２号線配水管布設（新規）、 柳溝線浅問団地周辺配水管
布設（新規）、 国道１３９号線配水管布設（新規）、 町内漏水調査（小
．沼）（新規）

健康づくり 、乳幼児医療費助成、その他保健事業

社会福祉協議会ヘデイサービスセンター運営委託、各種在宅福祉サ
ービス 、一人暮らし老人を支えるための小地域活動、富士五湖広域
シルバー人材センターの活用 、桂 コミュニティ植栽

５千４５４万３

２千０６８万５

２千９３６万５

４千２０８万６

　　　　　　　　　　　　　　人　　　　材　　　　育　　　　成
町民主役の停壷嬢猿二 ．．．二えゑ三．生茎祭２

．．．．…．．．．．．．．．．．．．．．．．．． ．．．．．．．．． ．．．．…．．．．．．．．．…． 、．．．．．．．． 、． 、．．． 、． ．、 ．．．．．、． ．、 ．、．、． …．、．、．、．、一．、．、．、．、、．、

環境浄化意識の畳揚　桂川クリーンキャンペーン 、寿クラブ町内清掃、ＥＭぼかし講習会 １１万７

文化交流の促進

青少年非行防止対策

．個性ある教育の展開

　　　教　　育　　文　　化　　振　　興
夫魔神のふるさと推進（新規）、 「桂」が結ぶ友好の輪（新規）、 趣味
を学ぶ各種教室、社会教育学級、生涯スポーツ教塞

児童館運営、放課後対策、町と地域団体の一体化した子育て支援社
会の樽築、青少年カウンセラーによる教育相談、青少隼育成総合対
策事業を実施する青少隼団体への助成（新規）

小学校でのインターネ ット利用（新規）、 中学校でのインターネ ット

利用（新規）、 Ｓ　 Ｓ　 Ｃ事業（授業支援者）、 英語助手の活用、母と子
の食生活共同体験

平成１１年度 配当事業経費合計

６１６万４

６８８万６

１千１５２万３

４憶５千１６４万１

　　　　　　　　　　１８　　　　　　　　　　　　　　１７　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０　　　　３
　　　　　　　　　　　目　　　　　　　　　　　　　日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日　　　　目
←　◇　　◇本◇全　◇◇建　◇総◇連◇連本◇　　　◇◇◇◇本◇全◇◇議
ユ４長付一告付会議員＾陳所設（陳務町合付合会休各一認町町会会会議員講運会
↑馨嚢１聾萎嚢１…彗姦嬢樗纂墓姦繕纂奮豊塞襲墓議姦荏窺 く義蕃留嚢講釜嚢野募醤
ミ象萎雫芝黍開纂会王碁講奮↓碁会嶺会奪会会決奮甲乏警隻窒碧会纂会犠湊奮
続認設討議務
く　３文論案委
　　 ’教 ・４員
←　議委採；長
　案員決１４報

認 査査会　　査　　察　　査 会一議括明　　議
付括案上　　　　員
託質４程　　指
　疑　１＾　　　　名
　　２２承

認 処定会
理
確
認
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し

－

　
　
　
関
係
地
権
看
、

　
　
　
協
力
を
得
て
、永田富幸議員

　
　
　
町
道
宮
下
中
野
線
は
、

問
　
　
　
下
暮
地
ユ
ニ
シ
ア
エ
場

裏
よ
り
中
学
校
裏
を
経
て
富
士

急
行
線
の
踏
切
ま
で
、
全
長
－

千
１
７
３
ｍ
の
行
程
で
あ
る
。

特
に
中
学
校
裏
か
ら
の
道
路
幅

は
３
・
５
ｍ
以
下
が
大
半
で
あ

り
、
こ
の
地
域
で
生
活
す
る
人

達
の
通
勤
通
学
路
と
し
て
の
生

命
線
と
も
言
え
る
大
事
な
道
路

で
あ
る
。
最
近
、
国
道
の
渋
滞

に
よ
り
こ
の
道
路
を
利
用
す
る

車
が
増
加
し
、
道
路
幅
の
狭
い

所
で
は
歩
行
者
の
通
行
も
困
難

と
見
受
け
ら
れ
る
。

　
車
と
歩
行
者
の
安
全
を
図
る

た
め
に
、
道
路
の
拡
幅
ま
た
は

待
避
所
設
置
計
画
が
あ
る
か
ど

下
暮
地
区
の

整
備
に
取
り
組
む

う
か
を
伺
う
。

長
中
学
校
裏
か
ら
富
士
急

］回
■
　
行
線
の
踏
み
切
り
ま
で

の
聞
に
つ
い
て
は
、
町
営
中
野

団
地
を
控
え
て
お
り
、
道
路
拡

幅
を
す
る
必
要
性
を
十
分
認
識

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
平
成
ｕ
年
度
の
下
暮
地
地
区

要
望
に
お
い
て
、
当
該
道
路
の

拡
幅
の
要
望
が
あ
り
、
町
の
回

答
と
し
て
、
区
役
員
及
び
地
元

議
員
の
ご
協
力
に
よ
り
用
地
の

確
保
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き

た
い
旨
の
回
答
を
い
た
し
た
と

こ
ろ
、
下
暮
地
区
長
よ
り
、
地

区
の
議
貝
に
相
談
を
し
、
用
地

交
渉
に
当
た
る
と
の
積
極
的
な

申
し
出
が
あ
っ
た
。
町
と
し
て

は
、
区
と
歩
調
を
合
わ
せ
、
道

路
拡
幅
に
努
力
し
た
い
。

　
用
地
交
渉
の
結
果
、
道
路
沿

線
の
方
々
の
ご
協
力
が
得
ら
れ

れ
ば
、
平
成
１
２
年
度
以
降
、
町

登山道を確認する県職員と役場担当者

と
し
て
も
調
査
費
を
計
上
し
て

い
く
考
え
で
あ
る
。
町
の
基
本

的
な
道
路
計
画
と
す
れ
ば
、
待

避
所
は
考
え
ず
に
道
路
拡
幅
の

一
本
で
行
き
た
い
。
車
道
幅
員

５
・
Ｏ
ｍ
以
上
を
確
保
す
れ
ば
、

車
の
す
れ
違
い
も
出
来
、
通
勤

通
学
の
交
通
安
全
対
策
が
図
ら

れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
遣
路
拡
幅
に
困
難
な
箇
所
も

あ
り
、
将
来
、
富
士
急
行
線
の

踏
み
切
り
拡
幅
等
の
難
し
い
問

題
も
念
頭
に
い
れ
て
お
き
、
関

係
地
権
者
及
び
地
元
地
区
の
ご

協
力
を
お
願
い
す
る
。

遭の改修工事看
ヅ
．

農村公圓から頂上まで整情のため

国・ 県に対し強カに陳情をした

「
阯
■
■
問
１

　
　
　
三
ツ
峠
登
山
道
の
改
修

問
　
　
　
工
事
を
県
単
事
業
で
、

だ
る
ま
石
か
ら
の
登
山
道
は
も

と
よ
り
、
八
十
八
大
師
か
ら
の

登
山
道
横
道
は
台
風
に
よ
る
崩

壊
の
た
め
、
危
険
個
所
が
あ
る
。

凍
結
期
で
は
登
山
遣
か
ら
の
滑

落
事
故
も
隼
に
２
・
３
件
あ
る

と
聞
い
て
い
る
。
三
ツ
峠
も
安

全
に
気
軽
に
登
山
が
出
来
れ
ば

登
山
者
が
増
え
、
三
ツ
峠
が
活

性
化
さ
れ
る
と
思
う
が
、
今
後

の
計
画
を
お
尋
ね
す
る
。

長
三
ツ
峠
登
山
道
に
つ
い

巾
呵
　
て
は
、
数
ケ
所
登
山
道

と
し
て
好
ま
し
く
な
い
状
況
下

で
あ
る
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。

三
ツ
峠
の
豊
か
な
自
然
と
美
し

い
景
観
を
保
持
し
、
地
域
佳
民

等
の
潤
い
と
安
ら
ぎ
を
提
供
す

る
場
、
ま
た
観
光
客
・
登
山
客

の
安
全
対
策
等
を
図
り
、
町
の

活
性
化
を
推
進
し
て
い
く
た
め
、

農
村
公
園
か
ら
三
ツ
峠
山
頂
ま

で
を
整
備
す
る
考
え
で
い
る
。

　
現
在
国
の
補
助
を
受
け
て
登

山
道
の
整
備
が
で
き
る
よ
う
、

県
に
対
し
国
と
協
議
を
実
施
し

て
い
た
だ
く
よ
う
、
強
力
に
陳

情
を
し
た
。
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町道宮下中野線の現況

　　　言　算予一
円
．

・
．
５
．
．

積立

あ
な
た
の

請
願
ゲ
陳
情
停
．
基

　
一
・
．
採
択
と
な
り
ま
し
た
．
■
．
．

■
陳
情
４
　
　
「
地
方
分
権
の
実
現
に
■
．

　
関
す
る
意
見
書
」
等
の
捉
出
．
■

　
■
継
続
審
蚕
と
な
り
ま
ｔ
た
■
．

陳
情
ヨ
　
３
０
人
学
級
を
柱
と
す
る
∴

．
次
期
定
数
改
善
計
画
の
策
定
を
一
■

　
も
と
め
る
請
願
＾
陳
情
扱
い
）

　
審
査
見
送
り
と
な
り
ま
し
た

陳
惰
１
　
「
定
住
外
国
人
の
地
方

　
参
政
権
」
付
与
に
反
対
す
る
陳
情

■
陳
情
２
　
．
「
定
住
外
国
人
の
地
方
．

∴
、
、
参
政
権
」
付
与
に
反
対
す
る
陳
楕

備
濤』’’ぶ
補正予算計上

、．．．．．．．．．

．、、．ノ

　　　　　会計名　　補正額　補正後の予算総額
議案２３一般会計８号補正　　　△１千２２１万５千円２２億１千９６３万４千円
○平成１１年度への繰越明許費補正　　　８５万９千円
　　　介護保険システム整備事業のうち一部委託料の５０万円と負担金の白５万９千円について繰越明許費の手続きをとる

。

○三ツ峠周辺整備事業工事請負費追加　４フ２万４千円
　　　ミニサ ッカー場の造成工事費の確定により滅額、大沢遊歩道の整備事業費の追加 。

○中学校費積立金の追加　　　　　５千０１６万９千円
　　　中学校建設基金への積立のうち利子を差し引いた分として 、５千万円を積み立てることができれ

議案１２　国民健康保険会計２号補正　　　　　　　　２９１万９千円　　２億９千３８８万２千円

○財政調整基全積立の追加　　　　　　６００万Ｏ千円
　　　現在基金残額は３千５６３万６千円であるが、追加後は４千１６３万６千円とするものである 。

議案１３老人保健法会計２号補正　　　　　　　３１５万０千円
○医療給付費の追加　　　　　　　　　２４０万３千円
　　　追加後の医療給付費を２億７千３１５万６千円とするものである 。

２億８千３２０万２千円

薗案１４　グリーンセンター会計３号補正　　　　　　　△２５６万１千円

○事業収入の減額　　　　　　　　△４３４万８干円
　　　事業確定に伴い宿泊料、テニスコート使用料、水販売収入のそれぞれを減額する 。

２千８０７万１千円

議案２１簡易水遣会計３号補正
○事業費確定による滅額　　　　　　△６８万８千円
　　　水道管理費及ぴ水道維持費の事業確定に伴う滅額 。

△６７万８千円 ７千６３４万７千円

議案２２下水道会計５号補正　　　　４千７９３万４千円
○樹１１流域下水道建設負担全追加　５千２６７万６千円
　　　国の第３次緊急縫済対策に伴う事業費の追加 。

４億０千６０２万２千円

議案２４地域振興券交付事業会計１号補正　　　　　△２９３万３千円　　　３千０１４万１千円

○振輿券交付費の減額　　　　　　　　２００万Ｏ千円
　　　当初、想定交付対象者数１千５００人、交付額３千万円であったが、調査をする中で１ＯＯ人減のユ千４００人とい
　　　うことで２千８００万円となる 。

叛
灘

　
　
　
呵
民
各
位
の
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、

　
　
　
引
き
続
き
行
政
担
当
す
べ
き
と
決
意

　
　
　
活
・
活
西
桂
、
平
成
ｕ

問
　
　
　
年
度
重
点
施
策
に
つ
い

て
お
尋
ね
す
る
。

　
山
積
す
る
継
続
事
業
の
遂
行
、

提
案
さ
れ
た
新
規
事
業
の
推
進

と
平
成
１
１
年
度
重
点
施
策
の
事

業
展
開
を
な
さ
れ
る
時
、
行
政

の
一
時
的
な
停
滞
は
町
民
と
し

て
受
け
入
れ
ら
れ
る
も
の
で
は

な
い
。

　
前
田
町
長
に
お
か
れ
て
は

　
「
小
さ
な
予
算
で
大
き
な
仕

事
」
を
所
信
と
し
、
現
在
の
行

政
二
－
ズ
に
対
応
し
、
町
民
の

代
表
と
し
て
牽
引
的
な
役
割
を

果
た
し
、
役
場
職
員
へ
の
強
力

な
指
導
を
行
な
お
う
と
す
る
お

考
え
の
よ
う
で
あ
る
が
、
御
自

身
、
平
成
ｕ
年
７
月
に
任
期
を

迎
え
る
い
ま
、
ど
の
よ
う
な
お

考
え
を
お
持
ち
な
の
か
。

．
長
４
年
間
の
事
業
実
績
を

・
■
■
■
一

田
　
踏
ま
え
て
、
そ
の
意
思

は
ど
う
か
と
の
お
尋
ね
で
あ
る

が
、
私
は
「
活
・
活
西
桂
の
建

設
」
の
提
唱
を
し
、
住
民
誰
も

が
福
祉
・
医
療
・
文
化
・
教

育
・
産
業
・
社
会
基
盤
な
ど
あ

ら
ゆ
る
分
野
に
お
い
て
、
心
の

豊
か
さ
を
実
感
し
、
住
民
一
人

一
人
が
活
力
に
満
ち
あ
ふ
れ
、

す
ぺ
て
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
持
続

的
発
展
を
遂
げ
て
い
る
社
会
を

構
築
し
、
町
民
総
参
加
の
も
と
、

企
業
的
経
営
感
覚
を
失
わ
ず
に

実
行
に
務
め
て
き
た
。
し
か
し

行
政
施
策
の
捲
進
を
図
る
た
め

に
は
、
議
員
、
町
民
各
位
の
ご

理
解
が
必
要
で
あ
り
、
ご
意
見

も
拝
聴
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
私
と
し
て
は
誠
心
誠
意
、
進

む
べ
き
も
の
と
し
、
質
問
の
趣

旨
は
、
謙
虚
に
受
け
止
め
て
、

引
き
続
き
行
政
担
当
す
べ
き
も

の
と
し
、
決
意
を
新
た
に
い
た

し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

一１１一



．
一
回
グ
ハ
ウ
．
・
ス
と
水
車
小
眉
．
も
建
霞
．
・

．
た

まｏ付議された全議案は’
　　　．・’可決となりまし

平成１１年２月１８日臨時会

間
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ｉ
へ
の

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
増
が

危
倶
さ
れ
る
。
平
成
１
１
－
１
４
年

度
ま
で
の
増
収
想
定
は
。

グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
　
ー
ユ
年
度

か
ら
の
増
収
分
は
、
フ
ッ
ト
サ

ル
利
用
客
約
年
５
０
０
人
増
と

見
込
ん
だ
。
宿
泊
棟
と
食
堂
関

係
で
ー
人
平
均
６
千
円
、
年
約

３
０
０
万
円
の
増
、
フ
ッ
ト
サ

ル
場
使
用
料
で
年
約
１
Ｏ
Ｏ
万

円
を
見
込
む
。

間
　
多
く
の
方
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
銀
行
へ
登
録
・
し
て
い
た
だ
き
、

商
工
会
あ
る
い
．
は
農
業
関
係
の

人
た
ち
、
そ
う
い
う
人
た
ち
の

参
加
を
苗
め
る
必
要
が
あ
る
。
■

企
画
振
輿
課
■
仮
称
「
西
桂
町

農
業
活
性
化
推
進
協
議
会
」
を

組
織
中
で
、
協
議
会
に
参
加
予

定
の
外
郭
団
体
を
と
お
し
、
活

性
化
を
図
っ
て
行
き
た
い
。

問
　
ソ
フ
ト
事
業
の
計
画
は
。

企
画
振
輿
課
　
企
画
振
興
課
内

で
検
討
中
の
も
の
は
、
農
業
体

験
交
流
、
ソ
バ
打
ち
加
工
施
設

を
作
る
。
ま
た
都
市
住
民
の
方

に
町
へ
来
て
も
ら
い
農
業
体

験
、
登
山
、
フ
ッ
ト
サ
ル
も
利

用
し
て
も
ら
う
。
毎
月
の
フ
ッ

ト
サ
ル
大
会
等
計
画
、
！
反
歩

程
度
の
休
耕
田
を
利
用
し
て
、

都
会
の
人
達
や
地
元
の
子
供
た

ち
に
農
業
を
楽
し
ん
で
も
ら

う
。
商
工
会
青
年
部
の
大
魔
人

も
役
立
て
た
い
。
中
山
間
地
域

基
金
を
４
年
間
で
取
り
崩
し
、

ソ
フ
ト
事
業
に
役
立
て
た
い
。

間
　
施
設
が
整
備
さ
れ
た
ら
、

外
郭
団
体
と
十
分
に
協
議
を
重

ね
、
運
営
を
農
業
諸
団
体
等
に

任
せ
る
方
向
で
進
ん
だ
ら
。

町
長
　
私
も
前
か
ら
グ
リ
ｉ
ン

セ
ン
タ
ー
を
第
３
セ
ク
タ
ー
で

や
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。
１
年
か
２
年
く
ら
い
様
子

を
見
て
運
営
が
軌
道
に
乗
り
そ

う
だ
と
い
う
時
に
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
参
加
、
女
性
や
年
寄
り

の
方
の
働
く
意
欲
が
で
る
よ
う

な
職
場
に
し
て
い
き
た
い
。

　
し
ば
ら
く
は
役
場
の
職
員
で
、

利
用
客
が
訪
れ
る
様
に
Ｌ
て
引

き
渡
し
た
方
が
良
い
か
と
思
う
。

間
　
工
事
費
６
０
０
万
円
は
。

町
長
　
グ
リ
ｉ
ン
セ
ン
タ
ー
入

り
口
の
使
用
し
て
い
な
い
建
物

を
解
体
し
、
そ
こ
で
水
車
、
そ

ば
道
場
、
体
験
道
場
を
行
な
う
。

こ
の
た
め
の
解
体
処
理
費
用
。

、三ツ峠フットサル

一１２一



欝
、
　
＾
・
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協（

（協議結果）事業執行にあたって議会との協議を重ね、慎重に行うこと

企
画
振
輿
課
概
要
説
明
　
今
年

ユ
月
、
国
の
内
示
を
受
け
た
。

平
成
１
０
年
度
事
業
と
し
て
、
補

正
予
算
を
３
月
定
例
会
に
提
案

し
、
繰
越
事
業
と
し
て
ｕ
年
中

の
完
成
を
目
指
し
た
い
。
ま
た

ー
千
５
０
０
万
円
の
基
金
の
造

成
し
、
基
金
を
ソ
フ
ト
事
業
に

使
用
す
る
。

　
解
体
工
事
・
土
地
購
入
・
フ

ッ
ト
サ
ル
の
夜
間
照
明
設
置
は

町
単
事
業
と
な
る
。
解
体
工
事

に
つ
い
て
は
、
現
在
の
グ
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
建
物
を
壊
し
て
い

き
た
い
。
土
地
購
入
は
隣
接
地

を
購
入
し
て
ロ
グ
ハ
ウ
ス
を
建

設
し
た
い
。
展
示
室
も
作
る
。

テ
ニ
ス
場
の
２
面
を
取
り
壌
し
、

管
理
棟
の
敷
地
と
す
る
。

問
　
体
験
学
習
、
高
山
良
策
展
、

農
業
体
験
場
、
農
業
振
興
等
、

事
業
効
果
の
見
込
み
は
。

町
長
　
都
市
住
民
と
の
交
流
、

ス
ポ
ー
ツ
愛
好
者
に
利
用
し
て

い
た
だ
く
。
効
果
に
つ
い
て
は

か
な
り
有
る
と
予
想
さ
れ
る
。

間
農
林
業
関
係
者
に
よ
る
グ

ル
ー
プ
づ
く
り
が
大
切
で
は
。

町
長
　
行
政
主
導
も
良
い
が
、

自
主
グ
ル
ー
プ
を
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
す
る
形
で
、
応
援
し
た
い
。

問
　
都
市
部
と
の
交
流
に
あ
た

っ
て
は
、
何
処
の
都
市
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
し
て
い
る
か
。

企
画
振
輿
課
　
府
中
市
童
謡
の

会
、
千
葉
市
み
つ
わ
台
童
謡
の

会
等
、
広
く
県
外
に
求
め
て
行

く
ｏ問

　
高
山
良
策
展
の
作
品
は
寄

付
か
、
買
取
か
。

町
長
　
２
０
０
点
の
寄
付
を
予

定
し
て
い
る
。
資
料
館
の
メ
イ

ン
に
す
る
が
他
の
作
品
も
置
く
。

問
　
平
成
ｕ
年
以
降
の
国
・
県

の
補
助
状
況
は
。

企
画
振
輿
課
　
平
成
１
０
年
度
は

国
の
補
助
事
業
、
そ
れ
以
降
に

つ
い
て
農
林
業
関
係
の
国
庫
補

助
５
ヵ
年
事
業
が
宥
望
で
あ
る

と
思
う
。

間
　
民
間
の
グ
ル
ｉ
プ
に
委
託

す
る
こ
と
も
必
要
で
あ
ろ
う
。

企
画
振
興
課
　
農
業
グ
ル
ー
プ

に
業
務
を
委
託
で
き
る
よ
う
、

事
業
を
進
め
た
い
。

間
　
ロ
グ
ハ
ウ
ス
等
は
、
後
日

さ
ら
に
増
や
し
て
行
く
の
か
。

町
長
　
平
成
ｕ
年
度
以
降
は
国

の
補
助
事
業
等
が
付
く
か
に
よ

っ
て
決
め
て
い
き
た
い
。

施設整備等に２億５千万円
…＝

ツ峠グリ＝÷ンセ
篠』壬ポ
補正予算計上．

、． ．．一ノ

会　　計　　名 補　　正　　額 補正後の予算総額

議案２　一般会計６号補正　　　　　２億６干７９６万５千円　２２億３千１８４万９千円

○総合行政システム化事業　　　　１千１４２万９千円
　　　行政運営機能化のため介護保険関違の機械器具購入とシステム開発委託費を計上す乱

○農業基盤整備、農業振興　’ ２億５千２８８万５千円
　　　国の第３次緊急経済対策の補助を受け農業基盤整備費の新設、三ツ峠グリーンセンター 施設整備関係経費と基
　　金への積立金等を計上する 。

　　　施設整備としては、農業体験施設 ・ログハウス４棟・水車小屋の整備及びこれらに係る造成工事費等を国の補助
　　を受けて実施する 血また農業関係のソフト面での充実を目指して、中山間地域活性化推進基金１千４５５万円の基金
　　積立金等を計↓し、農業振興に取り組む 。

議案３　下水道会計３号補正　　　　　　　５千３５０万Ｏ千円　　３億５千８０８万８千円

○樹１１流域下水道建設負担金追加’ ５千２６７万６千円
　　　国の第３次緊急経済対策に伴う国庫補助事業の追加分で、下水道管渠の布設工事を実施す乱

巨
．
審
議
案
件
【

　
覇
告
］
１
件

承
認
２
　
専
決
処
分
事
項
の
報
告

　
（
平
成
１
０
年
慶
西
桂
町
一
般
会

　
　
計
補
正
予
算
５
号
一

〇
県
知
事
選
挙
経
費
２
６
万
５
千
円

　
の
減
額
補
正
で
、
補
正
後
の
歳

　
入
歳
出
予
算
総
額
は
１
９
億
６
千

　
３
８
８
万
４
千
円
と
な
る
。

　
案
例
一
－
件

議
案
－
　
西
桂
町
中
山
間
地
域
活

　
性
化
推
進
基
金
条
例
の
制
定

〇
三
ツ
峠
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の

　
施
設
整
備
推
進
の
た
め
本
基
金

　
を
設
置
し
、
平
成
ｕ
－
１
４
年
度

　
の
４
年
問
で
取
り
崩
し
を
行
い
、

　
ソ
フ
ト
面
で
の
利
活
用
を
図
る
。

　
［
補
正
予
算
］
２
件

○
平
成
１
０
年
度
補
正
予
算
、
別
記

＝
　
　
　
…
■
－
一

２
月
１
２
日
議
会
運
営
委
員
会

　
◇
運
営
方
法
の
協
議

１
８
日
本
会
議
開
会

　
麦
酉
議
録
署
名
議
員
指
名

　
◇
会
期
の
決
定

　
◇
町
長
議
案
一
括
上
程

　
　
　
＾
承
認
１
、
議
案
１
－
３
一

　
　
　
一
括
説
明
・
一
括
質
疑

　
　
各
常
任
委
員
会
付
託

　
本
会
議
休
憩

　
連
合
審
査
会

　
　
　
（
付
託
議
案
審
査
一

　
本
会
議
再
開

　
◇
付
託
議
案
総
務
委
員
長
報

　
　
告
＾
承
認
１
、
議
案
１
，
２
）

　
　
　
一
括
質
疑
・
討
論
・
採
決

　
◇
付
託
議
案
建
設
文
教
委
員

　
　
長
報
告
（
議
案
３
一

　
　
　
一
括
質
疑
・
討
論
・
採
決

　
本
会
議
閉
会
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平
成
７
年
４
月
３
０
日
就
任
、
同
年
５
月
８
日
開
催
の
５
月
臨
時
会

か
ら
議
会
活
動
が
始
ま
り
、
平
成
１
１
年
３
月
２
４
日
開
催
の
３
月
定
例

会
最
終
日
で
本
会
議
は
す
べ
て
終
了
、
同
年
４
月
２
９
日
を
も
っ
て
任

期
満
了
と
な
り
ま
し
た
。

　
足
掛
け
４
年
に
渡
る
議
会
活
動
大
変
ご
苦
労
様
で
し
た
。
故
前
田

議
員
に
お
か
れ
ま
し
て
は
任
期
満
了
直
前
平
成
ｕ
年
３
月
１
３
日
、
病

の
た
め
惜
し
く
も
他
界
さ
れ
ま
し
た
。
心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
致

し
ま
す
血
町
で
は
任
期
満
了
さ
れ
た
各
位
の
功
績
を
た
た
え
｛
４
月

３
０
日
に
感
謝
状
贈
呈
式
を
開
催
し
ま
し
た
。

高
尾

永
田

滝
口

活
弍

富
幸

憲
一

、．
’
」
．
．
．

渡
辺
英
一
郎
　
一

∴
故
前
田
巳
智
男

小
林

高
尾

牛
田

・
一
　
梅
原

石
原

一
、
　
小
山

隆
芳

嘉
一

啓
一
　
」
、

滋
　
、

忠
男

譲
席
順
一

■
．
一

地
方
分
権
の
実
現
に
関
す
る
決
議
（
抜
粋
一

　
政
府
は
、
今
期
通
常
国
会
に
「
地
方
分
権
関
係
法
整
備
法
案
」

を
提
出
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
が
、
分
権
型
行
政
シ
ス
テ
ム
ヘ
の

移
行
は
、
地
方
公
共
団
体
の
自
己
決
定
と
自
己
責
任
の
拡
大
を
伴

う
も
の
で
あ
り
、
議
会
本
来
の
機
能
を
よ
り
発
揮
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
お
り
、
地
方
議
会
の
活
発
化
は
不
可
欠
で
あ
る
。

　
政
府
・
国
会
は
、
次
の
事
項
の
実
現
方
に
万
全
を
期
さ
れ
た
い
。

１
　
議
会
の
自
主
性
強
化

↑
）
議
員
定
数
に
つ
い
て
は
、
－
略
－
条
例
に
委
ね
る
こ
と
。

（
２
）
臨
時
会
の
招
集
要
件
を
緩
和
す
る
と
と
も
に
、
議
長
に
も

　
　
招
集
権
を
付
与
す
る
こ
と
。

（
３
）
－
略
；
１
議
員
ユ
委
員
会
制
の
制
限
を
撤
廃
す
る
こ
と
。

２
　
議
会
の
議
決
権
の
拡
大

＾
１
）
市
町
村
が
議
会
の
議
決
を
経
て
定
め
る
「
基
本
構
想
」
を

　
　
「
基
本
構
想
及
び
基
本
計
画
」
に
改
め
る
こ
と
。

（
２
）
地
方
公
共
団
体
が
設
立
し
た
公
社
及
び
出
資
法
人
等
に
対

　
　
し
、
議
会
が
直
接
関
与
で
き
る
よ
う
改
め
る
こ
と
。

＾
３
）
予
算
審
議
を
徹
底
し
、
政
策
論
議
を
活
発
に
す
る
た
め
、

　
　
具
体
的
な
施
策
内
容
を
明
示
し
た
「
目
」
を
議
決
の
対
象
に

　
　
す
る
こ
と
。

５
．
■
．
．
議
員
の
政
策
立
案
・
一
審
議
能
力
の
向
上
．
（
似
下
略
〕

　
以
上
、
決
議
す
る
。

　
　
平
成
ｕ
年
３
月
２
４
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
桂
町
議
．
会

　
↑
　
９
ぺ
ー
ジ
の
続
き
　
↑

　
　
　
２
ユ
、
２
２
一

　
　
　
一
括
質
疑
・
討
論
・
採
決

　
◇
町
長
議
案
追
加
上
程

　
　
　
譲
案
２
３
，
２
４
一

　
　
　
一
括
説
明
・
一
括
質
疑

　
　
総
務
委
員
会
付
託

　
◇
休
会
議
決

　
本
会
議
散
会

　
連
合
審
査
会

　
◇
付
託
議
案
審
査

２
４
日
全
員
協
講
会

　
◇
議
会
運
営
確
認

　
本
会
議
再
開

　
◇
会
期
中
の
委
員
会
事
務
調

　
　
査
報
告

　
　
　
＾
建
設
文
教
委
員
会
一

　
◇
付
託
議
案
総
務
委
員
長
報

　
　
告
＾
議
案
２
３
，
２
４
、
”
－
１
８
）

　
　
　
一
括
質
疑
・
討
論
・
採
決

　
◇
付
託
議
案
建
設
文
教
委
員

　
　
長
報
告
＾
議
案
１
９
，
２
０
）

　
　
　
一
括
質
疑
・
討
論
・
採
決

　
◇
町
長
議
案
追
加
上
程

　
　
　
局
意
－
一

　
　
説
明
・
質
疑
・
討
論
・
採
決

　
◇
議
員
発
議
上
程

　
　
　
一
発
議
１
，
２
一

　
　
　
一
括
説
明
・
一
括
質
疑

　
　
　
・
討
論
・
採
決

　
◇
一
般
質
問
（
永
田
議
員
一

　
◇
閉
会
中
の
委
員
会
継
続
調

　
　
査
議
決
＾
総
務
委
員
会
・
建

　
　
　
設
文
教
委
員
会
・
議
会
運

　
　
　
営
委
員
会
・
議
会
広
報
編

　
　
　
集
委
貝
会
一

　
本
会
議
閉
会
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地
方
分
権
が
進
む
中
議
会
が

地
方
自
治
進
展
の
鍵
を
握
っ
て

い
る
。
行
政
と
住
民
の
信
頼
関

係
を
深
め
予
算
が
適
正
に
執
行

さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
、
又
高

齢
化
社
会
を
迎
え
介
護
基
盤
の

充
実
強
化
を
し
、
白
治
体
の
情

報
公
開
も
重
要
。
よ
り
良
い
町

の
発
展
の
為
、
町
民
皆
様
の
ご

指
導
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
こ
の
度
の
町
議
会
議
員
選
挙

に
は
、
町
民
の
皆
様
の
多
大
な

る
ご
支
援
ご
推
挙
に
よ
り
当
選

で
き
ま
し
た
事
を
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
町
の
活
性
化
の
た
め

教
育
福
祉
生
活
関
連
対
策
等
に

取
り
縄
み
、
山
積
す
る
多
く
の

諸
問
題
に
微
力
な
が
ら
頑
張
る

所
存
で
あ
り
ま
す
。
住
み
良
い

町
作
り
に
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。

　
こ
の
度
の
町
議
会
議
員
選
挙

に
は
多
く
の
皆
様
の
ご
支
援
を

賜
り
当
選
さ
せ
て
頂
き
心
よ
り

感
謝
し
、
同
時
に
責
務
の
重
大

さ
を
あ
ら
た
め
て
痛
感
す
る
思

い
で
ご
ざ
い
ま
す
竈
選
挙
時
の

公
約
で
あ
る
”
心
と
心
の
ふ
れ

あ
い
。
を
忘
れ
ず
に
い
き
い
き

と
し
た
町
創
り
に
精
一
杯
努
力

し
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
町
議
選
に
は
町
民
皆
様
の
多

大
な
る
ご
支
援
を
頂
き
当
選
で

き
ま
し
た
。
誠
に
有
り
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
小
生
浅
学
非
才

な
身
で
す
が
、
町
推
進
の
活
々

町
興
し
を
目
指
し
、
特
に
災
害

に
強
い
町
作
り
高
齢
化
社
会
に

対
処
し
た
福
祉
の
充
実
等
に
力

を
入
れ
、
山
積
す
る
諸
問
題
に

微
力
で
す
が
頑
張
る
所
存
で
す
。

　
多
べ
の
皆
様
の
ご
支
援
に
よ

り
、
再
度
当
選
さ
せ
て
頂
き
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
４

年
間
の
経
験
を
生
か
し
て
、
教

育
、
福
祉
、
環
境
問
題
に
真
剣

に
取
り
組
み
ま
す
。
特
に
町
が

進
め
て
い
る
国
の
補
助
事
業
、

三
ツ
峠
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
周

辺
整
備
事
業
を
成
功
さ
せ
る
よ

う
頑
張
る
所
存
で
す
。

　
４
月
の
町
議
会
選
挙
に
は
町

民
各
位
の
ご
支
援
を
頂
き
再
度

当
選
さ
せ
て
頂
き
、
身
に
余
る

光
栄
で
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
過
去
の
経
験
を
生
か
し

議
員
相
互
に
切
瑳
琢
磨
し
、
開

か
れ
た
議
会
活
動
が
図
れ
る
よ

う
積
極
的
に
推
進
し
て
行
く
所

存
で
す
。
町
民
各
位
の
ご
支
援

宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

小山忠男議貝

　
町
民
皆
様
の
ご
支
援
を
戴
き

議
員
の
重
責
を
担
う
事
に
な
り

ま
し
た
。
町
民
各
年
代
層
の
皆

様
と
の
対
話
を
重
ね
、
議
会
の

責
務
と
議
員
と
し
て
の
使
命
を

白
覚
し
、
西
桂
町
の
発
展
を
願

い
高
齢
化
福
祉
の
向
上
と
地
域

社
会
の
活
力
づ
く
り
に
専
念
し

て
い
く
所
存
で
す
の
で
、
宜
し

く
ご
指
導
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

川村俊夫議員

　
こ
の
度
の
町
議
会
議
員
選
挙

に
は
多
く
の
皆
様
方
よ
り
ご
支

援
を
頂
き
、
当
選
の
栄
に
浴
し

心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
る
と

と
も
に
、
責
任
の
童
大
な
る
こ

と
を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。
明

る
く
健
康
で
住
み
良
い
町
づ
く

り
、
教
育
環
境
整
備
の
振
興
等

に
、
誠
心
誠
意
頑
張
り
ま
す
の

で
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

石原　滋議貝

　
こ
の
度
は
町
民
の
皆
様
か
ら

多
く
の
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

町
民
の
皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

ご
支
援
に
応
え
、
住
民
福
祉
の

向
上
の
為
、
住
民
誰
も
が
こ
の

西
桂
町
に
生
ま
れ
た
こ
と
に
喜

び
を
、
そ
し
て
住
む
こ
と
に
誇

り
が
感
じ
ら
れ
る
郷
土
作
り
の

為
、
努
力
致
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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